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トップメッセージ01

当社は創業以来、地域社会に根ざした建設事業を通じて、安心・安全で持続可能なまちづくりに貢献
してまいりました。
その歩みの中心にあるのは、日本の商いの原点ともいえる「三方よし」の精神――「お客様よし」「地
域よし」「そして働く仲間よし」です。
特に重視しているのは、「従業員がHAPPY」であることです。
企業は人によって支えられ、成長し、価値を生み出します。
だからこそ当社は、従業員一人ひとりが安全に、健康に、そして誇りを持って働くことができる環境
づくりを最優先に取り組んでいます。
　・安全と健康を守る仕組みづくり
　・能力開発への継続した投資
　・働きがいと働きやすさを両立する企業文化の醸成
　・互いを尊重し合う職場風土の実現
これらを「人的資本経営」の柱として据え、従業員とともに持続的な企業成長をめざしています。
建設業は地域の未来を形にする責任ある仕事です。
その使命を果たすためには、従業員が心身ともに健やかで、力を存分に発揮できる企業であることが
不可欠です。
当社はこれからも、人を大切にする経営を軸に、地域社会への価値提供を一層強化してまいります。
引き続き、皆さまのご支援とご理解を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役　平澤 里枝

地域とともに、人とともに。未来を築く「三方よし」の経営
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会社情報（概要）02

300 163億円

売上高

会社名 有限会社平澤建設

所在地 〒383-0035　長野県中野市篠井106-2

事業内容 土木・建築工事の請負及び設計施工

業種 建設業

1983年

設立年

名

従業員数

万円

資本金
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16

3

男性
15

女性
4

工事部
14

管理職
3

管理部
2

0 1 2 3 4

70歳以上
65-69歳
60-64歳
55-59歳
50-54歳
45-49歳
40-44歳
35-39歳
30-34歳
25-29歳
20-24歳
15-19歳
0-14歳

1

1
1

3
3
3

1

4
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人員構成（人数）

名

名
役員

正社員

男女別構成（人数）

男性

女性

所属別（人数） 年齢別（人数）

名

名

名

名

名

管理職

工事部

管理部

会社情報（構成比）02
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長野県北信地域を中心に、道路や河川などの地域インフラ整備を担っています。

品質・安全性を最優先に社会的使命を果たし、培ってきた技術力と機動力で、お客様にご満足いただける施工を提供します。

信頼と持続的発展のため、資格取得支援や安全教育など、次世代への技術継承にも力を注いでいます。

公共土木工事

会社情報（事業内容）02
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会社情報（事業内容）02

民間建築土木工事

公共土木工事で培った豊富な経験と知識を活かし、お客様のニーズに合わせた柔軟な施工を行います。 

個人住宅から商業施設の造成・外構・建築基礎工事まで幅広く対応。

さらに、ICTの活用による生産性向上や、多能工の育成を通じた技術提案により、付加価値の高いサービスを提供いたします。
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人的資本開示7分野19項目03

23名

社外研修参加者数（年間）

育 成

社内研修プログラム実施数（年間）

社内研修対象者参加率

4名

次世代リーダー

管理職候補者育成数

100％

個人の目標設定面談

実施率

2回

100％

33.3 ％

新卒者採用比率（年間）

流 動 性

入社3年以内離職率

社内業務に関わる外部人材数

2名

インターンシップ

職場体験受け入れ人数

25％

主要ポスト（役員・部長）

における後継者選定率

6.5％

1名
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人的資本開示7分野19項目03

エンゲージメント（従業員アンケート調査）

0

1

2

3

4

5

経営・組織

人事評価・キャリア形成

労働条件・待遇

仕事に対する熱意・誇り人間関係・コミュニケーション

成長機会

働きやすい環境

経営・組織 4.4

人事評価・キャリア形成 4.4

労働条件・待遇 4.4

仕事に対する熱意・誇り 4.4

人間関係

コミュニケーション 4.4

成長機会 4.4

働きやすい環境 4.4
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人的資本開示7分野19項目03

21.1％

外国人雇用比率

ダ イ バ ー シ テ ィ

障がい者雇用

男性育休等取得者数　（過去）

75 ％

女性役員・管理職比率

0 円

男女賃金格差
0名

3名

12 件

従業員のウェルビーイング

向上に向けた施策数

健 康 ・ 安 全

有健康経営優良法人の認定有無

70.8 ％
年次有給休暇の平均消化率
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人的資本開示7分野19項目03

労 働 慣 行

3名

18 名

コンプライアンス・ハラスメント研修
受講人数（年間）

有外部相談窓口の設置有無

0 名
相談窓口への報告件数（年間）

コ ン プ ラ イ ア ン ス

0 件
懲戒処分件数（年間）

事業場内最低賃金
（時給換算）

1.73 時間
平均残業時間（月）

1,154 円
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人的資本経営の基本方針04

経 営 の 基 本 方 針
すべての人のHAPPYの為に

知識と経験に裏打ちされた確かな技術によって、
地域の「何気ない日常」を支える社会基盤の形成に貢献し、
すべての人に愛される「三方よし」の企業を目指します。
そのために私たちは「対話」を重視します。

【誠実な対応】 
挨拶や笑顔など、人としての基本を徹底し、お客様や仲間に対して常に
誠実に向き合います。

【プロフェッショナルな仕事】
 エンドユーザーの喜びを第一に考え、技術力を磨き、他にはない繊細で
多様な仕事を提供します。

【挑戦する心】 
新しい技術や仕組みを恐れず、自らの意思で取り入れる「チャレンジ精
神」を持ち続けます。

5年後に売上10億円、少数精鋭の技術者集団へ
現在の約5億円の売上規模から、5年後には10億円を目指します。
単に人数を増やすのではなく、20〜25名体制での「施工の精鋭部隊」を
構築し、高収益かつ筋肉質な経営体質を実現します。

特定個人に依存しない組織的経営への転換
特定の個人の力に依存した経営体制から脱却し、組織全体で収益を生み出
せる体制へと移行します。また、一般土木業から総合建設業への進化を目
指し、より付加価値の高い提案・施工ができる体制を整えます。経営戦略

経営目標

行動指針

経営理念

ミッションミッションミッションミッションミッションミッションミッションミッション
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人的資本経営の基本方針04

人 材 の 基 本 方 針

「魅力ある会社づくり」による成長と定着の好循環

人材戦略

社員一人ひとりの成長こそが会社の成長であると考え、社員が誇りを持てる「魅力ある会社づくり」を推進します。

処遇の改善や環境整備を通じて定着率を高めるとともに、プロフェッショナルな人材が育つ土壌を作ります。

管理・技術人材の処遇改善と戦略的採用

採用施策

現場を統括できる管理者の採用難に対応するため、ベース給与の引き上げを行い、競争力のある採用活動を展開します。

また、新卒採用だけでなく、即戦力となる外国人材や経験者の採用も進め、多様な人材構成を目指します。

育成・定着施策

実務と座学の両輪によるプロフェッショナル育成

人材育成を最重要テーマと位置づけます。現場でのOJTに加え、資格取得の全面支援（費用会社負担）、外部研修や座学の機会を積極

的に設けます。また、新社屋建設プロジェクトなどを通じて、実践的な技術習得の場を提供します。

公平感のある職場環境とワークライフバランスの実現

建設業特有の労働環境（早朝出勤や遠方現場など）による不公平感を解消し、全員が納得できる公平な福利厚生・評価制度を整えま

す。また、完全週休2日制の導入を目指し、休日や給与水準において地域No.1クラスの待遇を実現します。
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人的資本経営の基本方針04

1 DX対応 / デジタルシフト

デジタル活用による生産性と品質の向上

現場の生産性向上と品質確保のため、最新のデジタル機

器やICT建機の導入を積極的に進めます。

単に導入するだけでなく、それらを使いこなせるデジタ

ル人材の育成を行い、工事のスピードアップと高品質化

を両立させます。

重 点 テ ー マ

3 地域人材活用 / ダイバーシティ

多様な人材が活躍できる受容力の高い組織へ

外国人技能実習生の受け入れや、地域の学校との連携に

よるインターンシップを強化します。

多様なバックグラウンドを持つ人材が、互いの技術や文

化を尊重し合いながら活躍できる環境を作ります。

2 後継者育成 / 管理職育成

経営目線を持った現場リーダーの創出

現場ごとの職長レベルから一歩進み、経営的な視点で現

場をマネジメントできる「部長・管理職クラス」を育成

します。

権限委譲を進め、次世代が自律的に事業を運営できる体

制（特定の人に依存しない体制）を構築します。

4 地域貢献

地域に根ざした持続可能な建設業へ

脱炭素社会に向けた取り組みや、ソーラー発電・災害用

蓄電池の設置など、地域防災拠点としての機能も整備し

ます。

地域社会のインフラを守り、災害時にも頼られる企業と

して、地域と共に持続的な発展を目指します。
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人的資本経営の基本方針04

質の高い教育をみんなに

性別や国籍問わず、また新入社員から

ベテラン社員まで、技術習得向けた学

びや実践の機会を提供しているだけで

なく、資格所得に向けた支援も積極的

に行っています。

働きがいも 経済成長も

残業時間の削減や有給取得率の向上に

とどまらず、みんなが働きやすい職場

となるよう、「職場いきいきアドバンス

カンパニー認証制度」も取得していま

す。

気候変動に具体的な対策を

太陽光発電設備によるゼロカーボンの

取り組みに加え、事業活動温暖化対策

計画書等を作成。今後はカーボンクレ

ジットを導入し、気候変動の抑制に向

けた取り組みを加速化させます。

S D G s の 取 り 組 み

14
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実践ロードマップ05

企業文化への定着「組織で稼ぐ力」を
最大化する人材配置 

「挑戦」と「称賛」の
文化醸成

【現状】

トップダウン型・管理者不足

現在は経営陣が現場管理の多くを兼務し

ており、中間管理職（部長層）が不在で

す。

【将来】

自律分散型・精鋭部隊（20〜25名）

 5年後には、各部門・現場を任せられる

リーダーが育ち、20〜25名の少数精鋭

部隊で10億円規模の事業を回している

状態を目指します。

このギャップを埋めるため、育成と採用

に集中投資します。

経営戦略と人材戦略の連動
As is - To be ギャップの

定量把握
企業文化への定着

属人化からの脱却

「特定の人に依存しない体制」という経

営戦略を実現するため、個人のスキルに

頼る仕事の進め方から、チームで成果を

上げる仕組みへと変革します。

経営リーダーの育成

各現場に経営視点を持つリーダーを配置

し、組織全体で収益力を高める人材ポー

トフォリオを構築します。

挑戦を尊ぶマインド

新しい技術やツールを自らの意思で取り

入れる「チャレンジ精神」を評価する文

化を定着させます。

心理的安全性の向上

また、誕生日に工具をプレゼントし全員

で祝うなど、互いを認め合い、家族のよ

うに温かいコミュニケーションのある社

風を大切にします。

次世代リーダー育成による
組織能力の獲得
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02

具体的な取り組み内容（5つの分野における取り組み）06

01

03
04
05

・分野別の独立採算チーム（班）の組成

・個人の強みを最大化する「適材適所」の配置

・若手・ベテラン・外国人の技術と発想を融合

・違いを認め、公平に評価し合える環境づくり

動的な人材ポートフォリオ

知・経験のダイバーシティ＆インクルージョン

・資格取得費用を「全額会社負担」で支援

・土木から事務まで、社内外の学習機会を提供

リスキル・学び直し

・家族的な温かさと「心理的安全性の維持」

・全社員で決定する「納得感のある評価制度」

従業員エンゲージメント

・「完全週休2日制」への移行と残業削減

・ICTツールの導入による業務効率化の推進

柔軟な働き方

流動性 ダイバーシティ

育成

エンゲージメント

コンプライアンス

労働慣行

健康安全
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 新社屋建設
×

 育成プロジェクト

自分たちが働く場所は、自分たちの

手で作り上げる。現在進行中の新社

屋建設プロジェクトを、若手社員へ

の技術継承の場（OJT）として活用

しました。

自社案件だからこそ可能な、時間を

かけた丁寧な指導を通じ、次世代の

技術者が「ものづくりの誇り」を肌

で感じる機会を提供しています。

具体的な取り組み内容（技術と心を育む「平澤スタイル」）06

プロフェッショナルへの敬意
「バースデー工具」 

私たちは社員を家族のように想い、誕

生日は全員でお祝いします。その際、

会社からプレゼントするのは「仕事で

役立つ道具」です。これには「一流の

道具で、一流の仕事をしてほしい」と

いう願いが込められています。

技術者としての成長を会社全体で応援

する、平澤建設ならではの文化です。

社労士による「外部1on1」で
心理的安全性を確保

小規模な組織だからこそ、客観的な

視点を大切にしています。定期的な

1on1面談は外部の社会保険労務士が

担当。

上司には話しにくい悩みも相談でき

る「安心できる環境」を整えるとと

もに、年4回の社内評価面談を通じ

て、一人ひとりの成長をきめ細かく

サポートしています。
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次世代に向けた取り組み07

【採 用】
管理人材・技術者の採用強化
外国人材4名体制の確立

【育 成】
新社屋建設を通じた若手技術
者の実践教育

【環 境】
 完全週休2日制に向けた隔週
休2日制の完全定着

【経 営】
次世代への経営機能の承継
自律的な組織運営

【人 材】
設計や施工計画など各専門分
野で独立採算が可能なプロチ
ームの確立

【社 会】
地域になくてはならない
インフラ企業としての地位確
立

【経 営】
代表者含め経営交代
次世代を中心に運営を行う

【人 材】
エンドユーザーの顔を見なが
ら提案できる施工部隊の確立

【社 会】
税金や寄付を含め、地域経済
に還元ができる会社の実現

【経 営】
会社の理念を軸に、建設業に
とどまらない地域貢献の事業
を展開する

【人 材】
多様性のある人材を受け入
れ、活躍ができる会社

【社 会】
全国から認められる会社とし
ての地位確立及び中野市の認
知度向上

【経 営】
経営の持続可能性を高め、み
んなが幸せな100年企業を目
指す

【人 材】
長野県で「働きたい会社ナン
バーワン」として、人材が殺
到する会社を目指す

【社 会】
海外人材の多様性を活かし、
地域のグローバル化をサポー
トする会社を目指す

2030年

2050年

2035年

2040年

2045年
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「平澤建設で働いていることが自慢になる」。

そう社員が胸を張って言える会社を目指します。

他社では得られない高い報酬と、充実したプライベートの両立を実現し、社員とその家族の幸せを追求

します。

社員が誇りを持ち、夢を語れる会社へ

将来目指すべき姿08

私たちは単なる工事業者ではありません。

地域の安心・安全を守り、新しい価値を創造するプロフェッショナル集団です。

一人ひとりが高い技術と経営感覚を持ち、変化の激しい時代でも自ら仕事を生み出し続けられる組織と

なります。

地域の未来をつくる「精鋭技術者集団」

「三方よし」の精神のもと、お客様、従業員、そして地域社会のすべてが幸せになる経営を続けます。

SDGsへの取り組みや地域貢献活動を通じて、次世代に美しい故郷と健全なインフラを引き継いでいきま

す。

100年先も地域に愛される企業であるために
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